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理
論
と
実
践
を
通
し
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
を
身
に
つ

け
る
「
専
修
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
｜
第
７

期
・
蒼
翼
の
学
舎
」。
12
月

19
日
、
最
終
報
告
会
が
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
同
講
座
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て

い
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決
型

学
習
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ

で
、
今
年
度
よ
り
経
営
学
部

の
正
課
授
業
と
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
講
座
と
し
て
開
講
。
毎

週
２
コ
マ
の
連
続
講
座
と
、

企
業
や
自
治
体
な
ど
と
行
う

学
外
で
の
テ
ー
マ
活
動
に
21

人
が
挑
ん
だ
。

　
報
告
会
で
は
全
５
チ
ー
ム

が
９
カ
月
間
活
動
し
、
悩
み

続
け
、
最
後
に
よ
う
や
く
見

い
だ
し
た
自
分
た
ち
な
り
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

発
表
し
た
。

　
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｔ
Ｖ
（
東
京
都
）
が
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

市
場
で
の
企
画
に
取
り
組
ん

だ
の
は
１
年
次
生
６
人
。
渋

谷
の
商
店
街
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
に
合
わ
せ
た
体
験
型
ゲ
ー

ム
を
企
画
し
た
。
し
か
し
店

の
協
賛
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ

ず
、
集
客
も
伸
び
な
か
っ

た
。
原
因
と
し
て
メ
ン
バ
ー

は
「
意
見
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、

相
手
に
寄
り
添
う
姿
勢
が
足

り
な
か
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　
茨
城
県
建
設
業
協
会
が
開

催
す
る
「
建
設
フ
ェ
ス
タ
」

で
、
建
設
業
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

す
る
企
画
を
実
施
し
た
チ
ー

※敬称略。全員３年次

学部 メンバー（先頭が代表） 所属ゼミ テーマ（企業）

経
営

湯浅　秀人　 岡本　　泉

船ケ山知斗　 阿久澤奈菜
福原康司

神奈川県における大塚製薬製品の独自マーケティング戦

略の提案（大塚製薬株式会社横浜支店）

李　　　傲　 梶　　佑太

竹田優里花　 広井　久美

ＩＣＴを活用した建設業界の労働環境改善策（京急建設

株式会社）

商

伊藤　彩乃　 藤井　侑穂

見原　孝司

石川和男

神奈川県内の一般消費者をターゲットとした、ヨコソー

のコア事業である大規模修繕工事とのシナジーを生む『新

規ビジネス』の提案（株式会社ヨコソー）

小泉　　颯　 橋本　照平

大崎　柚香

「よろず相談承り処」の活性化を通じた「かなしん」のイメ

ージアップ策の検討～「強くてやさしい」を掲げる「かなし

ん」がより地域のお役に立つために～（かながわ信用金庫）

堀井　彩登　 岡田　大輝

大澤　拓真
櫻井康弘

神奈川県下の災害時における帰宅困難者対策について（ミ

ドリ安全株式会社神奈川支社）

◆
最
優
秀
賞
◆

経
営

鹿嶋　奎太　 川端　沙妃

柳澤　茉邑　 白石　はる

関根　純

佐藤　康平　 武井　千穂

壹岐侑里香　 升木　琴菜

鳥飼帆乃香

島田祥太朗　 須賀田　優

山村　鈴音　 土屋　勇介

松村　直哉　 川田　祐華

内薗　　悠
馬塲杉夫

商

平林　亮介　 齋藤　唯人

木村　優友　 小林　未奈
石川和男

宿里　悠奈　 大村　恭介

浅野　　桜　 新田　智也

菅　　祥利　 山岸　萌音

横幕　将大　 兼頭　京伽
髙橋義仁

高林加寿哉　 本橋　幸奈

米田　光希　 長南　勇毅
櫻井康弘

◆
優
秀
賞
◆

最優秀賞に５チーム

第16回神奈川産学チャレンジプログラム

８
チ
ー
ム
が
優
秀
賞

　
神
奈
川
県
内
の
企
業
や
団

体
が
抱
え
る
経
営
課
題
に
、

大
学
生
が
解
決
策
を
提
案
す

る
産
学
連
携
の
課
題
解
決
型

コ
ン
ペ
「
第
16
回
神
奈
川
産

学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
（
一
般
社
団
法
人
神
奈

川
経
済
同
友
会
主
催
）
で
、

専
大
か
ら
は
５
チ
ー
ム
が
最

優
秀
賞
に
、
８
チ
ー
ム
が
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
（
別
表
参

照
）。
今
回
は
32
企
業
か
ら

35
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、
21

大
学
２
１
３
チ
ー
ム
が
参

加
。
12
月
17
日
、
横
浜
市
の

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
た
。

　
式
で
は
、
入
賞
チ
ー
ム
を

代
表
し
て
３
チ
ー
ム
が
提
案

内
容
を
発
表
。
専
大
か
ら
は

経
営
・
福
原
康
司
ゼ
ミ
の
湯

浅
秀
人
さ
ん
、
船
ケ
山
知
斗

さ
ん
、
阿
久
澤
奈
菜
さ
ん
、

岡
本
泉
さ
ん
（
い
ず
れ
も
３

年
次
）
の
チ
ー
ム
が
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
独
自
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
を
求
め
た
大
塚
製
薬
横

浜
支
店
に
、
湯
浅
チ
ー
ム
が

提
案
し
た
の
は
「
生
活
者
が

自
然
と
手
に
取
る
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」。
街
頭
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
２
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
得
た
顧
客
の
声
を

反
映
さ
せ
、
働
き
盛
り
の
男

性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
通
勤

で
利
用
す
る
駅
で
行
う
広
報

戦
略
を
考
案
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
同
社
の

商
品
を
飲
ん
で
睡
眠
の
質
を

向
上
さ
せ
る
「
快
眠
急
行
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
切
符

型
の
広
告
や
、
ユ
ニ
ー
ク
な

デ
ザ
イ
ン
の
服
を
着
て
の
試

飲
と
チ
ラ
シ
の
配
布
と
い
っ

た
認
知
度
向
上
プ
ラ
ン
を
、

実
演
を
交
え
て
発
表
し
た
。

　
湯
浅
さ
ん
は
「
全
員
が
納

得
で
き
る
提
案
に
な
る
ま
で

何
度
も
議
論
し
た
。
妥
協
せ

ず
に
よ
り
良
い
も
の
を
作
り

上
げ
る
姿
勢
が
大
切
だ
と
実

感
し
た
。
日
ご
ろ
学
ん
で
い

る
理
論
を
実
行
に
移
す
貴
重

な
経
験
と
な
り
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
で
き
た
」
と
成
果
を

語
っ
た
。

入
賞
チ
ー
ム
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
で
チ
ラ
シ
配
布
を
実
演

す
る
湯
浅
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

悩
み
な
が
ら
つ
か
ん
だ
成
果

ム
（
１
年
次
生
３
人
、
２
年

次
生
１
人
）。
子
ど
も
向
け

木
工
教
室
な
ど
イ
ベ
ン
ト
は

に
ぎ
わ
っ
た
が
、
一
丸
と
な

っ
て
や
り
抜
く
困
難
さ
も
感

じ
た
。
増
田
至
克
さ
ん
（
経

済
１
）
は
「
メ
ン
バ
ー
同
士

が
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が

大
切
だ
」
と
述
べ
た
。

　
各
チ
ー
ム
と
も
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
最
大
の
課

題
と
し
、
お
互
い
の
意
見
を

真
摯
に
聴
き
入
れ
る
こ
と
が

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ

な
が
る
と
話
し
て
い
た
。

　
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｔ
Ｖ
の
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（
最
高
執
行

責
任
者
）
角
田
知
弘
さ
ん
は

「
受
講
生
は
一
つ
大
人
の
階

段
を
上
っ
た
と
思
う
。
経
験

を
重
ね
、
立
派
な
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
総
評
を
述
べ
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
で
、
活
躍
の

場
を
広
げ
る
受
講
生
も
い

る
。

　
１
年
次
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講

し
、
２
年
次
で
は
チ
ュ
ー
タ

ー
と
し
て
関
わ
っ
た
鹿
間
い

ぶ
き
さ
ん
（
商
２
）
は
１
月

13
日
、
地
元
・
千
葉
市
の
成

人
式
で
、
約
１
万
人
の
新
成

人
を
代
表
し
、〝
二
十
歳
の

　
経
営
学
部
・
目
黒
良
門
ゼ

ミ
生
が
、
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
ア
イ
デ

ア
賞
を
受
賞
し
た
。
２
月
６

日
、
都
内
で
表
彰
式
が
あ

り
、
表
彰
状
や
賞
金
が
贈
ら

れ
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
一
般
財
団

法
人
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
主
催
。
創
造
性
に
あ
ふ

れ
、
自
分
で
考
え
行
動
で
き

る
学
生
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
、
毎
年
開
催
し
て
お
り

14
回
目
。
全
国
の
大
学
や
専

門
学
校
な
ど
か
ら
１
５
０
件

以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
ア
イ
デ
ア
賞
を
受
賞
し
た

の
は
大
岩
嵩
明
さ
ん
、
藤
野

嵩
史
さ
ん
、
堀
江
勇
輝
さ

ん
、
横
坂
怜
奈
さ
ん
（
い
ず

れ
も
３
年
次
）
の
チ
ー
ム
。

「
ボ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ー
・
キ

ッ
ズ
」
と
題
し
、
子
ど
も
用

品
の
定
額
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
を
考
案
し
た
。

　
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
「
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン（
定
額
課
金
）」

に
着
目
し
、
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
る
子
ど
も
の
貧
困
に

貢
献
で
き
な
い
か
考
え
た
。

目
黒
教
授
か
ら
「
儲
け
よ
り

社
会
的
意
義
を
重
視
し
た
ア

イ
デ
ア
を
」
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
使
わ
な
く
な
っ

た
お
も
ち
ゃ
や
洋
服
、
絵
本

な
ど
の
子
ど
も
用
品
を
再
利

用
し
、
希
望
者
に
ま
と
め
て

提
供
す
る
。
さ
ら
に
売
り
上

げ
の
一
部
を
使
っ
て
、
世
界

の
貧
困
層
の
乳
児
に
ワ
ク
チ

ン
（
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
）

を
贈
る
と
い
う
案
を
提
案
し

た
。

　
目
黒
ゼ
ミ
は
今
年
度
ス
タ

ー
ト
。
大
岩
さ
ん
は
「
手
本

と
な
る
先
輩
も
い
な
か
っ
た

の
で
手
探
り
だ
っ
た
が
、
毎

週
の
ゼ
ミ
や
夏
合
宿
で
意
見

を
出
し
合
い
、
い
い
ア
イ
デ

ア
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
社
会
で
何

が
起
き
て
い
る
か
し
っ
か
り

勉
強
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。

新
成
人
代
表
し
決
意
　
元
受
講
生
の
鹿
間
さ
ん

建
設
フ
ェ
ス
タ
で
の
活
動
を

報
告
す
る
４
人

決
意
〞
を
述
べ
た
。
同
講
座

を
受
講
し
た
こ
と
が
人
生
の

転
機
に
な
っ
た
と
話
し
、

「
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
せ

ば
な
ん
と
か
な
る
と
気
づ
い

た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま

な
一
歩
を
出
し
続
け
、
充
実

し
た
人
生
を
歩
み
た
い
」
と

宣
言
し
た
。
代
表
あ
い
さ
つ

は
、
自
ら
千
葉
市
に
志
願

し
、
選
ば
れ
た
。

　「
高
校
生
ま
で
は
新
し
い

こ
と
を
始
め
る
の
が
怖
か
っ

た
。
講
座
で
の
貴
重
な
体
験

が
な
け
れ
ば
、
志
願
し
よ
う

な
ん
て
思
わ
な
か
っ
た
」
と

言
う
鹿
間
さ
ん
。「
自
分
を
変

え
る
出
会
い
が
あ
る
。
ぜ
ひ

講
座
を
受
講
し
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
」

■
　
■
　
■

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
来
年
度
受
講
生

（
８
期
生
）
は
、
３
月
中
旬

か
ら
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
事
務
課
で
募
集
を
開

始
す
る
予
定
。

千
葉
市
の
成
人
式
で
、
堂
々

と
〝
二
十
歳
の
決
意
〞
を
述

べ
る
鹿
間
さ
ん

経
営
・
目
黒
ゼ
ミ

ア
イ
デ
ア
賞

学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

賞
状
を
手
に
笑
顔
の
大
岩
さ
ん
（
左
）
と

横
坂
さ
ん

２
月
６
日


